






























































する上で重要な点を十分考慮していたと考えられる(Economist.com. ［2018a］, Economist.com. ［2018b］)．
表１　各リーグの入場者総数および１試合平均入場者数
　 Bリーグ 　 NPBO 　 Jリーグ
シーズン
2016～ 2017～ 2016年 2017年 2016年 2017年














1,202 1,550 25,950 25,910 6,946 6,970
J3
709,640 710,621
　 　 　 　 　 　 2,957 2,613
注：a）入場者総数，b）１試合平均入場者数


































































































７）最適なチーム数に関しては，Noll ［2003］, Kahn ［2007］, Késenne ［2009］, Késenne ［2014］, ch.2を参照されたい．
８）都市がプロスポーツチームを保有することの様々な価値についてはNoll and Zimbalist ［1997］ が詳しく，メ
ガスポーツイベント（五輪，サッカーW杯，NFLのスーパーボール）の経済価値についてはKahane and 
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ついては厳しい制約を課す対応をとることにした（B. League Official Rule Book 2018-19，p.211）．





所属 地区 チーム ホームアリーナ（準ホームアリーナ） 住所
B1 東地区 サンロッカーズ渋谷 青山学院記念館 東京都渋谷区渋谷4-4-25
（墨田区総合体育館） 東京都墨田区錦糸4-15-1
B1 東地区 アルバルク東京 国立代々木第２体育館 東京都渋谷区神南2-1-1
（アリーナ立川立飛） 東京都立川市泉町500-4
（駒沢オリンピック公園総合運動場体育館） 東京都世田谷区駒沢公園1-1-1
B2 中地区 アースフレンズ東京Z 大田区総合体育館 東京都大田区東蒲田1-11-1
（世田谷区立総合運動場体育館） 東京都世田谷区大蔵4-6-1
（片柳アリーナ（日本工学院専門学校）） 東京都大田区西蒲田5-23-22






































　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 人口 順位 a）最適値 b）現実値 非効率指標
　 　 　 （人） 　 　 　 b）／a）
α＝1 世田谷区 * 903,346 1 87,992,115 111,955,306 1.272
大田区 ** 717,082 3
墨田区 * 256,274 19
日野市 186,283 29
α＝0.5 世田谷区 * 903,346 1 31,100,552 35,395,703 1.138
大田区 ** 717,082 3
墨田区 * 256,274 19
日野市 186,283 29
α＝0.1 世田谷区 * 903,346 1 13,230,633 14,626,346 1.105
大田区 ** 717,082 3
足立区 670,122 5
　 八王子市 ** 577,513 6 　 　 　
**：ホーム立地点，*：準ホーム立地点．
表４　最適立地点（p＝4，需要量 ：人口密度，アリーナ制約あり）
　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 人口密度 順位 a）最適値 b）現実値 非効率指標
　 　 　 （人／㎢） 　 　 　 b）／a）
α＝1 墨田区 * 18,611 7 3,451,363 4,778,385 1.384
渋谷区 ** 14,860 15
立川市 ** 7,249 37
稲城市 5,694 43
α＝0.5 墨田区 * 18,611 7 1,328,041 1,573,061 1.184
渋谷区 ** 14,860 15
立川市 ** 7,249 37
稲城市 5,694 43
α＝0.1 墨田区 * 18,611 7 631,764 669,087 1.059
品川区 16,938 10
渋谷区 ** 14,860 15









　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 課税対象所得 順位 a）最適値 b）現実値 非効率指標
　 　 　 （百万円） 　 　 　 b）／a）
α＝1 世田谷区 * 2,570,417 1 181,314,307 225,354,784 1.243
大田区 ** 1,599,153 2
墨田区 * 508,563 22
日野市 322,768 31
α＝0.5 世田谷区 * 2,570,417 1 65,646,897 74,189,239 1.13
大田区 ** 1,599,153 2
墨田区 * 508,563 22
日野市 322,768 31
α＝0.1 世田谷区 * 2,570,417 1 28,631,908 31,784,395 1.11
大田区 ** 1,599,153 2
港　区 1,491,292 3
　 八王子市 ** 902,185 13 　 　 　
**：ホーム立地点，*：準ホーム立地点．
表６　最適立地点（p＝4，需要量：１人当たり課税対象所得，アリーナ制約あり）
　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 1人当たり課税対象所得 順位 a）最適値 b）現実値 非効率指標
　 　 　 （百万円） 　 　 　 b）／a）
α＝1 渋谷区 ** 7.728 3 1,476 1,816 1.231
稲城市 4.019 23
墨田区 * 3.702 29
立川市 ** 3.637 32
α＝0.5 渋谷区 ** 7.728 3 532 594 1.117
稲城市 4.019 23
墨田区 * 3.702 29
立川市 ** 3.637 32
α＝0.1 港　区 11.117 1 240 253 1.052
渋谷区 ** 7.728 3
稲城市 4.019 23








































































　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 人口 順位 a）最適値 b）現実値 非効率指標
　 　 　 (人) 　 　 　 b）／a）
α＝1 世田谷区 * 903,346 1 87,021,199 111,955,306 1.287
八王子市 ** 577,513 6
墨田区 * 256,274 19
小平市 190,005 27
α＝0.5 世田谷区 * 903,346 1 31,098,880 35,395,703 1.138
八王子市 ** 577,513 6
墨田区 * 256,274 19
小平市 190,005 27
α＝0.1 世田谷区 * 903,346 1 13,230,633 14,626,346 1.105
大田区 ** 717,082 3
足立区 670,122 5
　 八王子市 ** 577,513 6 　 　 　
**：ホーム立地点，*：準ホーム立地点．
表８　最適立地点（p＝ 4，需要量：人口密度，アリーナ制約なし）
　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 人口密度 順位 a）最適値 b）現実値 非効率指標
　 　 　 （人／㎢） 　 　 　 b）／a）
α＝1 墨田区 * 18,611 7 3,258,774 4,778,385 1.466
新宿区 18,307 8
三鷹市 11,399 26
立川市 ** 7,249 37
α＝0.5 墨田区 * 18,611 7 1,278,611 1,573,061 1.23
新宿区 18,307 8
三鷹市 11,399 26
立川市 ** 7,249 37
α＝0.1 文京区 19,462 5 619,004 669,087 1.081
墨田区 * 18,611 7
新宿区 18,307 8









　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 課税対象所得 順位 a）最適値 b）現実値 非効率指標
　 　 　 （百万円） 　 　 　 b）／a）
α＝1 世田谷区 * 2,570,417 1 178,588,119 225,354,784 1.262
新宿区 903,117 12
墨田区 * 508,563 22
日野市 322,768 31
α＝0.5 世田谷区 * 2,570,417 1 64,967,987 74,189,239 1.142
大田区 ** 1,599,153 2
文京区 675,207 18
日野市 322,768 31
α＝0.1 世田谷区 * 2,570,417 1 28,552,155 31,784,395 1.113
大田区 ** 1,599,153 2
港　区 1,491,292 3
　 江戸川区 　 1,168,681 6 　 　 　
**：ホーム立地点，*：準ホーム立地点．
表10　最適立地点（p＝4，需要量：１人当たり課税対象所得，アリーナ制約あり）
　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 1人当たり課税対象所得 順位 a）最適値 b）現実値 非効率指標
　 　 　 （百万円） 　 　 　 b）／a）




α＝0.5 港　区 11.117 1 514 594 1.155
文京区 5.872 5
武蔵野市 5.183 9
立川市 ** 3.637 32
α＝0.1 港　区 11.117 1 237 253 1.066
渋谷区 ** 7.728 3
文京区 5.872 5































29）Bリーグ規約・第12条（2），および同・第13条（2）（B. League Official Rule Book 2018-19，pp.15-16）．












































　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 人口 順位 c)最適値
　 　 　 (人) 　 　
α＝1 大田区 ** 717,082 3 63,676,321
足立区 670,122 5
八王子市 ** 577,513 6
町田市 432,348 11
墨田区 * 256,274 19
渋谷区 ** 224,533 22
立川市 ** 176,295 30
稲城市 87,636 40
α＝0.5 世田谷区 * 903,346 1 24,278,316
大田区 ** 717,082 3
足立区 670,122 5
八王子市 ** 577,513 6
町田市 432,348 11
墨田区 * 256,274 19
渋谷区 ** 224,533 22
立川市 ** 176,295 30
α＝0.1 世田谷区 * 903,346 1 11,301,746
大田区 ** 717,082 3
足立区 670,122 5
八王子市 ** 577,513 6
葛飾区 442,913 10
町田市 432,348 11
渋谷区 ** 224,533 22
　 立川市 ** 176,295 30 　
**：ホーム立地点，*：準ホーム立地点．
表12 　最適立地点（ p= 8，需要量：人口密度，既存
の４立地およびアリーナ制約あり）
　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 人口密度 順位 c)最適値
　 　 　 (人/㎢) 　 　
α＝1 墨田区 * 18,611 7 2,993,913
渋谷区 ** 14,860 15
葛飾区 12,727 20
大田区 ** 11,804 25
立川市 ** 7,249 37
稲城市 5,694 43
八王子市 ** 5,342 45
青梅市 3,553 48
α＝0.5 墨田区 * 18,611 7 1,184,516
品川区 16,938 10
渋谷区 ** 14,860 15
葛飾区 12,727 20
大田区 ** 11,804 25
立川市 ** 7,249 37
稲城市 5,694 43
八王子市 ** 5,342 45
α＝0.1 墨田区 * 18,611 7 574,338
品川区 16,938 10
世田谷区 * 15,562 13
渋谷区 ** 14,860 15
葛飾区 12,727 20
大田区 ** 11,804 25
立川市 ** 7,249 37















　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 課税対象所得 順位 c)最適値
　 　 　（百万円） 　 　
α＝1 世田谷区 * 2,570,417 1 133,008,345
大田区 ** 1,599,153 2
港　区 1,491,292 3
渋谷区 ** 973,641 11
八王子市 ** 902,185 13
墨田区 * 508,563 22
立川市 ** 315,180 32
稲城市 166,668 41
α＝0.5 世田谷区 * 2,570,417 1 51,411,950
大田区 ** 1,599,153 2
港　区 1,491,292 3
渋谷区 ** 973,641 11
八王子市 ** 902,185 13
町田市 755,829 15
墨田区 * 508,563 22
立川市 ** 315,180 32
α＝0.1 世田谷区 * 2,570,417 1 23,904,813




渋谷区 ** 973,641 11
八王子市 ** 902,185 13




　 　 　 需要量 重み付き総距離
　 区市 　 1人当たり課税対象所得 順位 c)最適値
　 　 　（百万円） 　 　
α＝1 港　区 11.12 1 1,135
渋谷区 ** 7.73 3
大田区 ** 4.19 18
稲城市 4.02 23
墨田区 * 3.70 29
立川市 ** 3.64 32
八王子市 ** 3.51 38
青梅市 3.18 46
α＝0.5 港　区 11.12 1 444
渋谷区 ** 7.73 3
大田区 ** 4.19 18
稲城市 4.02 23
墨田区 * 3.70 29
立川市 ** 3.64 32
八王子市 ** 3.51 38
青梅市 3.18 46
α＝0.1 港　区 11.12 1 216
渋谷区 ** 7.73 3
世田谷区 * 5.45 7
大田区 ** 4.19 18
稲城市 4.02 23
墨田区 * 3.70 29
立川市 ** 3.64 32




















α＝1 世田谷区 * 903,346 1 50,210,735 1.268
大田区 ** 717,082 3




墨田区 * 256,274 19
小金井市 121,396 37
α=0.5 世田谷区 * 903,346 1 20,851,799 1.164
練馬区 721,722 2
大田区 ** 717,082 3
江戸川区 681,298 4
足立区 670,122 5
八王子市 ** 577,513 6
板橋区 561,916 8
小金井市 121,396 37
α=0.1 世田谷区 * 903,346 1 9,851,444 1.147
練馬区 721,722 2
大田区 ** 717,082 3
江戸川区 681,298 4
足立区 670,122 5











α＝1 豊島区 22,380 1 2,083,672 1.437
中野区 21,053 2
目黒区 18,924 6










































α＝1 世田谷区 * 2,570,417 1 106,427,109 1.250
大田区 ** 1,599,153 2






α＝0.5世田谷区 * 2,570,417 1 45,559,661 1.128





八王子市 ** 902,185 13
小金井市 257,737 36
α＝0.1世田谷区 * 2,570,417 1 21,797,239 1.097


























α＝0.5 港区 11.117 1 399 1.112







α＝0.1 港区 11.117 1 204 1.061
千代田区 9.159 2
















順位 順位 順位 移転前 移転先
α＝1 世田谷区 * 1 大田区 ** 3 町田市 11 小平市 小金井市-
八王子市 ** 6 板橋区- 8 小金井市- 37
墨田区 * 19 中野区- 15
α＝0.5 世田谷区 * 1 練馬区- 2 足立区 5 小平市 小金井市-
八王子市 ** 6 大田区 ** 3 板橋区- 8
墨田区 * 足立区
江戸川区- 4 小金井市- 37 江戸川区-
α＝0.1 世田谷区 * 1 練馬区- 2
大田区 ** 3 江戸川区- 4
足立区 5 杉並区- 7




順位 順位 順位 移転前 移転先
α＝1 墨田区 * 7 豊島区- 1 国分寺市- 28
新宿区
豊島区-
中野区- 2 調布市- 29 中野区-




α＝0.5 豊島区- 1 西東京市- 19 墨田区 * 台東区-
中野区- 2 国分寺市- 28
新宿区
豊島区-
台東区- 4 調布市- 29 中野区-
目黒区- 6 福生市- 42 三鷹市 調布市-
立川市 ** 国分寺市-
福生市-
α＝0.1 文京区- 5 豊島区- 1 台東区- 4
墨田区 * 荒川区-
新宿区- 8 中野区- 2 目黒区- 6 台東区-












順位 順位 順位 移転前 移転先
α＝1 世田谷区 * 1 大田区 ** 2 中野区- 17
墨田区 * 葛飾区
八王子市 ** 13 中央区- 21 中央区-
町田市 15 小金井市- 36 新宿区 中野区-
葛飾区 16 日野市 八王子市 **
α＝0.5 世田谷区 * 1 港区 3 板橋区- 10 日野市 八王子市 **
大田区 ** 2 杉並区- 5 八王子市 ** 13
江戸川区- 6 小金井市- 36
α＝0.1 世田谷区 * 1 練馬区- 4 足立区 8
大田区 ** 2 杉並区- 5 八王子市 ** 13




順位 順位 順位 移転前 移転先
α＝1 目黒区- 6 稲城市- 23 文京区 台東区-
国分寺市- 15 西東京市- 28
小平市
福生市-
台東区- 20 福生市- 49 国分寺市-




α＝0.5 港区 1 渋谷区 ** 3 稲城市 23
立川市 ** 国分寺市-
文京区- 5 国分寺市- 15 福生市- 49 福生市-
武蔵野市- 9 中野区- 21
α＝0.1 港区 1 千代田区- 2 国立市- 12
渋谷区 ** 3 中央区- 4 羽村市- 44
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